
子どもの権利に関するアンケート調査（案）
質問テーマ 質問文 選択肢

1 学年

小学1年生～高校3年生

2 「子どもの権利」の認知度

・知っている
・言葉は聞いたことがある
・まったく知らない

3 大切だと思う権利

・安心して暮らすことができること
・病気やけがをしたら病院へ行くことができ、健康でいられること
・自分が学びたいことを学び、やりたいことができること
・遊んだり休んだりできること
・ありのままの自分が認められ、自分らしくいられること
・たたかれたり、嫌なことをされたりしないこと
・差別されず、大切にされること
・仲間はずれにされたり、いじめられたりしないこと
・子どもにとって一番よいことは何かを考えてくれること
・自分に必要な情報を知り、自分の意見を自由に言うことができること
・子どもどうしで集まったり、いっしょに何かをするためのグループを作ったりすること
・特にない
・その他（　　　）

4 守られていないと思う権利

質問３と同じ

5 困ったときの相談窓口の認知度

・豊橋市こども若者支援センター「ココエール」／学校に行きづらい、友達や家族との関係、進路や就職　など
・こども専用相談ダイヤル（電話）／どんな悩みでも
・学校の先生やスクールカウンセラー／勉強、友達や家族との関係、いじめ、学校生活の悩み　など
・教育会館（教育相談）／勉強、健康の悩み、学校に行きづらい、いじめ　など
・保健所・保健センター「ほいっぷ」／こころの相談窓口、性やからだ、思いがけない妊娠　など
・愛知県東三河児童・障害者相談センター（児童相談所）／虐待、家で安心して過ごせない　など
・24時間子供SOSダイヤル（国：文部科学省）／いじめ、つらい気持ちの相談　など
・親子のための相談LINE（国：こども家庭庁）／LINEやチャットで相談できる窓口
・こどもの人権110番、SOSミニレター（国：法務省）／虐待、いじめ、友達や家族　など
・チャイルドライン／電話やチャットで相談できる窓口
・特にない
・その他（　　　）

6 困ったときに相談しやすいとこ
ろ

・聞いたことを秘密にしてくれる
・自分の名前を知られずに相談できる
・あなたの話をちゃんと聞いてくれる
・一緒に考えたり、悩んだりしてくれる
・解決方法を教えてくれる
・解決に向けて様々なところに働きかけてくれる
・いつでも相談できる
・電話や直接会って相談できる
・インターネットやスマートフォンで相談できる
・特にない
・その他（　　　）

7 ほっとできる場所・居場所

・自宅
・教室
・保健室
・エールーム
・ほっとプラザ
・陽だまりスペース
・放課後児童クラブ・子ども教室、のびるんdeスクール、放課後等デイサービス
・図書館
・こども未来館「ここにこ」・交通児童館
・生涯学習センター・校区市民館
・公園や広場
・こども食堂
・学習支援教室「ステップ」
・学習塾や習い事の教室
・特にない
・その他（　　　）

8 「子どもの権利」を知ってもら
うためには

・学校の授業
・市が行うイベント
・チラシを配る・ポスターを貼る
・SNS（インスタグラム、YouTube、Xなど）
・市のホームページ
・市の情報誌「広報とよはし」
・その他（　　　）

9 自由意見

豊橋市が、「子どもの権利」を子どもに広めるためには、どのような方法で知らせるとよいと思いますか？（あてはま
るものを３つまで）

豊橋市が「すべてのこどもが夢や希望をもち、こどもたちのえがおと元気な声があふれるまち」になるために、大切だ
と思うことや、もっとこうなってほしいと思うことがあれば自由に書いてください。

あなたの学年を教えてください。

あなたは、「子どもの権利」を知っていますか？
※市の「子どもの権利を考える出前講座（すごろく）」に参加した人は、その前に知っていたかを答えてください。

あなた自身が、子どもにとって特に大切だと思う権利を次の中から選んでください（いくつでも可）。

あなた自身やあなたの周りで、守られていないことがあると思う「子どもの権利」を次の中から選んでください（いく
つでも可）。

あなたが困ったときや悩みがあるときに、相談できるところとして、知っているものはどれですか？（いくつでも可）

あなたが困ったときや悩みがあるとき、どんなところであれば相談したいですか？（いくつでも可）

あなたが、ほっとできる場所はどこですか？（いくつでも可）

資料３

検討委員会後、修正中


